
概要

日本各地の資料館には、その地で生産、使

用された道具類を沢山保有しています。今回、

講演される高木泰伸氏は、前職である宮本

常一記念館（山口県周防大島町）におい

て、道具類の収集・保存・活用に長く関わってこ

られました。本セミナーでは、ご自身の経験を交
えつつ、道具のライフサイクルについて考察を

行っていきます。

道具のライフヒストリー
2023年12月18日(月)17:00～18：30

（オンライン開催）

コメント

宮原曉（大阪大学大学院人文学研究科教授）「日本由来の大工道具と台湾」

司会

岡野［葉］翔太（大阪大学レーザー科学研究所特任研究員／人文学研究科招へい研究員）

主催：大阪大学グローバル日本学教育研究拠点・拠点形成プロジェクト「東アジア世界における「モノ的情

報」研究拠点の形成：総合知による文化財分析の可能性」

問い合わせ：岡野翔太（大阪大学レーザー科学研究所・特任研究員）okano.shota.ile@osaka-u.ac.jp

参加申し込み

参加費：無料

参加方法：要事前申込。

12月17日(日)15：00（日本時間）上記

QRコードまたは下記URLよりご登録ください。

https://forms.gle/8PCKpYetPQj3ECAe9

場所

オンライン（ZOOM）

「道具の記憶と地域資料館」

講演者：高木泰伸
（大阪大学大学院人文学研究科招へい研究員／宮本常一記念館・元学芸員）
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